
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
２
０
２
６
春
闘
は
２

月
１
８
日
統
一
要
求
日
に
８
２
支
部

分
会
が
要
求
提
出
し
ま
し
た
。

４
年
連
続
物
価
上
昇

２
０
２
５
年
の
物
価
上
昇
率
は
３
．

２
％
と
な
り
、
と
り
わ
け
食
品
は
６
．

８
％
と
急
上
昇
し
て
い
ま
す
。
上
昇

は
４
年
連
続
と
な
り
生
鮮
食
品
を
除

く
食
料
が
７
．
０
％
上
昇
し
全
体
を

押
し
上
げ
て
い
ま
す
。

企
業
の
将
来
展
望
の
た
め

に
も中

小
企
業
の
な
か
に
は
、
「
賃
上

げ
の
原
資
が
な
い
」
「
部
材
費
の
価

格
転
嫁
が
難
し
い
」
「
受
注
が
伸
び

て
い
な
い
」
な
ど
の
理
由
を
あ
げ
て

賃
上
げ
を
渋
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
「
物
価
高
騰
に
負
け
な

い
賃
上
げ
」
に
努
力
し
な
け
れ
ば
、

新
入
社
員
を
確
保
す
る
こ
と
も
、
若

者
の
離
職
を
と
め
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。

企
業
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
る
な
ら
ば
、
労
働
組
合
の
要

求
を
正
面
に
受
け
止
め
、
真
剣
に
初

任
給
の
引
き
上
げ
や
中
高
年
齢
者
、

す
べ
て
の
世
代
の
大
幅
賃
上
げ
を
実

施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

【
２
０
２
６
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

春
闘
情
報
よ
り

細
谷

記
】

２
６
春
闘
を
前
に
、
崎
陽
軒
各
売

店
に
前
回
ア
ン
ケ
ー
ト
の
報
告
と
２

６
春
闘
要
求
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ビ
ラ

を
作
成
し
配
布
を
し
た
と
こ
ろ
。
１

１
通
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
前
々
回
の
５
部
、
前
回
の

８
部
を
上
回
る
部
数
で
す
。

崎
陽
軒
の
対
策
会
議
を
２
月
１
１

日
に
行
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
集

計
と
分
析
を
行
い
、
今
年
の
春
闘
要

求
を
決
定
し
、
２
月
１
３
日
に
要
求

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

要
求
内
容
は
、
現
在
の
賃
金
を
日

額
１
万
４
千
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
、

手
取
り
で
２
３
万
円
以
上
と
す
る
こ

と
、
と
い
う
も
の
で
、
回
答
指
定
日

は
３
月
４
日
（
水
）
と
し
ま
し
た
。

職
場
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は

深
刻
な
も
の
で
し
た
。

昨
年
賃
上
げ
が
無
か
っ
た
人
や
、

年
末
一
時
金
も
５
万
円
と
い
う
回
答

が
大
半
で
し
た
。
労
働
組
合
の
無
い

職
場
の
非
情
な
低
賃
金
や
待
遇
の
劣

悪
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

支
部
で
は
組
合
加
入
の
呼
び
か
け

と
共
に
働
き
甲
斐
の
有
る
職
場
、
生

活
向
上
が
実
現
で
き
る
職
場
を
目
指

し
て
取
り
組
み
ま
す
。
【
浅
岡

記
】

２
月
１
８
日
要
求
提
出

回
答
指
定
日
３
月
４
日

【
要
求
項
目
】

１
．
賃
上
げ
一
律
２
５
０
０
０
円
以

上

２
．
新
入
社
員
の
初
任
給
を
改
善
し
、

若
年
層
の
賃
金
底
上
げ

３
．
中
途
採
用
者
の
賃
金
改
善

４
．
定
年
後
の
再
雇
用
嘱
託
社
員
の

賃
金
改
善

５
．
住
宅
手
当
の
改
善

６
．
「
２
０
２
６
春
闘

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
統
一
要
求
書
」

従
業
員
へ
も
投
資
を
！

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た

「
生
活
費
の
不
足
額
」
「
要
求
額
」

と
も
に
昨
年
を
大
き
く
上
回
り
、
生

活
実
感
に
つ
い
て
も
「
苦
し
い
」

「
や
や
苦
し
い
」
を
合
わ
せ
る
と
７

６
％
と
な
り
、
昨
年
の
６
３
％
か
ら

増
え
て
い
ま
す
。

会
社
は
今
年
度
も
設
備
投
資
に
力

を
入
れ
て
ま
す
が
、
従
業
員
へ
の
投

資
も
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

【
細
谷

記
】

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）
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TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp
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JMITU 2026春闘
物価高騰に負けない大幅賃上げを

賃上げ要求 35,390円(11.72%)

崎
陽
軒

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
分
会

２
ペ
ー
ジ
に
続
く



２
月
１
８
日

要
求
提
出

回
答
指
定
日

３
月
４
日

【
要
求
内
容
】

賃
上
げ
：
１
３
０
０
０
円

夏
季
一
時
金
：
１
．
５
５
か
月

２
月
１
０
日
に
光
田
さ
ん
と
私
が

梶
山
さ
ん
の
居
る
静
岡
ま
で
出
向
い

て
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ス
ト
で
分
会
会
議

を
開
き
ま
し
た
。

賃
上
げ
要
求
は
昨
年
に
引
き
続
く

物
価
高
騰
の
折
、
昨
年
よ
り
下
げ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
１
３
，
０
０

０
円
、
夏
季
一
時
金
は
昨
年
末
に
年

間
２
．
６
ヶ
月
で
要
求
し
１
．
０
５
ヶ

月
支
給
さ
れ
た
の
で
、
残
り
１
．
５

５
ヶ
月
を
要
求
す
る
こ
と
で
決
ま
り

ま
い
し
た
。

【
長
谷
川

記
】

２
月
８
日
（
日
）
の
衆
議
院
選

挙
投
票
日
に
行
わ
れ
た
支
部
臨
時
大

会
は
、
定
期
大
会
以
後
の
活
動
を
総

括
・
点
検
し
、
来
る
べ
き
２
６
春
闘

の
構
え
を
論
議
す
る
も
の
で
し
た
。

参
加
者
は
、
三
和
か
ら
澁
谷
、
細

谷
し
、
細
谷
あ
、
小
林
、
長
谷
川
、

支
部
執
行
部
か
ら
は
浅
岡
、
矢
部
、

光
田
、
以
上
８
名
で
し
た
。
委
任
状

が
４
名
で
大
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

【
委
員
長
あ
い
さ
つ
】

支
部
は
現
在
２
０
名
を
切
り
、
新

し
い
若
い
組
合
員
が
入
っ
て
こ
な
い
、

組
合
員
を
増
や
す
議
論
を
し
て
欲
し

い
と
発
言
し
ま
し
た
。

【
労
働
相
談
で
日
産
の
労
働
者
加

入
】長

谷
川
書
記
長
か
ら
、
日
産
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
Ａ
さ
ん

が
組
合
に
加
入
さ
れ
、
パ
ワ
ハ
ラ
が

原
因
で
の
休
職
期
間
を
理
由
に
退
職

金
が
減
額
さ
れ
た
と
相
談
が
あ
り
、

現
在
対
応
中
と
い
う
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。

【
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
の
経
営
側

対
応
に
つ
い
て
】

社
長
が
団
交
に
出
て
こ
な
い
事
情

が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
社
長
の

出
席
無
し
で
も
交
渉
を
進
め
る
こ
と

も
考
慮
し
、
交
渉
を
前
に
進
め
る
報

告
が
有
り
ま
し
た
。
。

【
中
央
の
機
関
紙
に
つ
い
て
】

紙
ベ
ー
ス
の
中
央
機
関
紙
が
メ
ー

ル
に
よ
る
電
子
版
対
応
と
な
っ
た
。

Ｂ
４
の
４
面
か
ら
Ａ
４
の
２
枚
に
変

更
し
た
こ
と
に
、
情
報
が
足
り
な
い

の
で
は
と
い
う
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し

た
。

【
支
部
財
政
に
つ
い
て
】

支
部
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
宣
伝

組
織
活
動
に
支
部
財
政
を
も
っ
と
使
っ

て
も
い
い
の
で
は
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
所
管
理
委

員
会
か
ら
も
報
告
書
が
出
さ
れ
、
事

務
所
建
物
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
室
内

装
備
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
等
）
の
見
直

し
検
討
も
進
め
る
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。以

上
の
論
議
が
あ
っ
た
あ
と
、
４
つ

の
ス
ト
権
投
票
と
各
種
決
議
案
を
確

認
し
、
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

（
記

浅
岡
）

２
月
１
５
日
（
日
）
川
崎
支
部
事

務
所
に
お
い
て
神
奈
川
地
方
本
部
の

第
２
１
回
臨
時
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。こ

こ
数
年
、
大
会
へ
の
支
部
・
分

会
の
結
集
が
良
く
な
く
、
課
題
と
し

て
残
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
。
今
回

出
席
者
が
、
か
な
が
わ
地
域
支
部
と

川
崎
支
部
の
２
支
部
の
み
の
参
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
委
任
状
を
い
れ
て

も
成
立
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

定
期
大
会
以
降
の
秋
闘
・
年
末
一
時

金
の
総
括
と
２
６
春
闘
方
針
案
の
活

発
な
討
議
が
さ
れ
て
，
結
集
出
来
て

い
な
い
支
部
・
分
会
を
ど
う
に
か
し

て
い
か
な
い
と
、
神
奈
川
地
方
本
部

の
こ
れ
か
ら
が
大
変
な
事
に
な
っ
て

い
く
こ
と
の
認
識
は
参
加
者
み
ん
な

の
一
致
し
た
思
い
で
し
た
。

２
月
２
８
日
（
土
）
の
金
属
労
働

者
の
つ
ど
い
は
、
少
な
い
参
加
で
も

元
気
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
は
ど
う
か

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
は
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
し
め
ま
し
た
。

（
記

長
谷
川
）
）

7502号 （２）

１
ペ
ー
ジ
か
ら

日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー

分
会

神
奈
川
地
方
本
部

第
２
１
回
臨
時
大
会

川
崎
支
部

第
７
８
回

臨
時
大
会
報
告

２
６
春
闘
勝
利
目
指
し

２
つ
の
臨
時
大
会
報
告



（３） ７７０７号

な
ん
ぶ
せ
ん

最
近
の
天
気
は
極
端
な
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
雨
の
降
る
日
が
昨
年
と
比
べ
極
端

に
少
な
く
な
り
雪
の
降
る
量
は
極
端
に
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

衆
院
議
員

選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。

投
票
に
行
く
の
も

大
変
な
思
い
で
行
っ
た
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
▼
選
挙
結
果
は
自
民
党
が
３
１
６

議
席
を
取
り
ま
し
た
。
何
の
た
め
に
選
挙

を
す
る
の
か
。
解
散
す
る
理
由
は
。
今
の

高
市
首
相
の
支
持
率
が
高
い
時
に
選
挙
を

や
っ
て
統
一
教
会
、
物
価
高
騰
、
裏
金
問

題
を
選
挙
で
圧
勝
し
た
こ
と
で
、
な
か
っ

た
事
と
す
る
。
人
気
が
あ
る
時
に
強
引
に

進
め
た
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

選
挙
す
る
に
あ
た
っ
て
各
党
は
公
約
を
掲

げ
る
の
で
す
が
、
国
民
を
抜
き
に
進
め
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
有
権
者
は
ど
こ

に
入
れ
て
い
い
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
▼

物
価
高
騰
を
止
め
る
た
め
と
か
、
そ
の
た

め
に

消
費
税
を
１
０
％
か
ら
５
％
に
し
て

景
気
を
良
く
す
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
形

で
選
挙
を
す
る
の
で
あ
れ
ば

ま
だ
理
解
が

で
き
ま
す
。
▼
高
市
首
相
が
２
年
間
食
料

品
を
０
％
に
す
る
と
発
言
し
ま
し
た
。
具

体
的
な
資
金
面
の
話
が
無
く
て
現
実
的
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

名
も
な
き
絵
か
き

３
月
１
５
日
（
日
）
中

原
平
和
公
園
で
１
２
時
か

ら
行
わ
れ
ま
す
。
ご
参
加

下
さ
い
。

内
容
は
市
民
活
動
の
紹

介
・
展
示
ブ
ー
ス
・
講
師

を
囲
ん
だ
対
話
型
小
集
会
。

メ
イ
ン
会
場
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
１
４

時
か
ら
次
の
２
名
の
方
が

話
さ
れ
ま
す

佐
々
木
寛
さ
ん
、

新
潟
国
際
情
報
大
学
国

際
学
部
教
綬
『
再
稼
働
の

是
非
を
考
え
る
新
潟
県
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局
』
『
新

潟
市
民
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議

会
代
表
理
事
』

丹
治
杉
江
さ
ん

福
島
原
発
事
故
被
災
者

『
フ
ク
シ
マ
伝
言
館
事
務

局
長
』
が
話
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
デ
モ
行
進
を
行

い
ま
す
。
デ
モ
は
平
和
公

園
か
ら
小
杉
ま
で
の
２
５

分
く
ら
い
の
短
め
に
な
っ

て
い
ま
す
。

《

記
・
小
林

》

原
発
ゼ
ロ
へ
の

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

ｉ
ｎ
か
わ
さ
き



２
月
８
日
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
で
、

自
民
党
は
単
独
で
衆
議
員
議
席
の
３

分
の
２
を
上
回
る
３
１
６
議
席
を
獲

得
し
ま
し
た
。

こ
の
自
民
党
の
圧
勝
は
、
一
言
で

言
え
ば
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
内
容
も

明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
大
金
を
使
い

ネ
ッ
ト
で
自
民
党
の
宣
伝
広
告
を
行

い
、
そ
れ
に
魅
か
れ
た
多
く
の
有
権

者
が
、
高
市
首
相
の
自
民
党
選
挙
演

説
に
駆
け
付
け
、
高
市
政
権
で
何
が

起
き
て
い
る
か
考
え
も
せ
ず
熱
狂
的

に
支
持
を
広
げ
た
こ
と
が
要
因
と
思

わ
れ
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
高
市
首
相
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

党
首
討
論
を
「
支
持
者
と
握
手
し
た

時
、
強
く
腕
を
引
っ
張
ら
れ
て
腕
の

筋
を
伸
ば
し
た
」
そ
の
事
を
理
由
に

欠
席
。
そ
の
結
果
「
逃
げ
て
、
逃
げ

て
、
逃
げ
て
、
逃
げ
て
、
逃
げ
て
」

大
勝
利
を
勝
ち
取
っ
た
と
も
言
え
ま

す
。こ

の
通
常
国
会
で
の
解
散
総
選
挙

は
、
何
を
問
う
選
挙
だ
っ
た
の
か
疑

問
の
ま
ま
、
い
わ
ば
不
意
打
ち
で
あ

り
、
各
党
が
選
挙
準
備
も
ま
と
も
に

行
え
な
い
う
ち
、
高
市
内
閣
の
支
持

率
が
高
い
う
ち
に
選
挙
に
打
っ
て
出

た
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

総
選
挙
の
結
果
を
受
け
「
こ
れ
ま

で
の
政
策
の
在
り
方
を
根
本
的
に
転

換
し
て
い
く
」
と
述
べ
「
本
丸
」
は

「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
だ
と
強
調

し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
、

半
導
体
、
造
船
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

な
ど
へ
の
投
資
促
進
に
て
こ
入
れ
を

し
、
雇
用
と
所
得
を
増
や
し
、
事
業

収
入
と
税
収
が
上
が
る
「
強
い
経
済
」

を
つ
く
る
と
宣
伝
。
国
民
の
暮
ら
し

と
未
来
へ
の
不
安
を
「
希
望
」
に
変

え
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
大
企
業
を
も
う

け
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
が
労
働
者
に
滴

り
落
ち
て
経
済
が
成
長
す
る
と
い
う
、

破
綻
済
み
の
政
策
を
新
し
い
装
い
の

下
に
さ
ら
に
加
速
さ
せ
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
大
企
業
が
も
う
け
を
賃

上
げ
に
回
さ
ず
、
株
主
の
配
当
や
内

部
留
保
に
優
先
的
に
充
て
る
構
造
を

根
本
か
ら
変
え
な
い
限
り
、
経
済
の

低
迷
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、

「
希
望
」
は
見
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
首
相
は
、
労
働
時
間
の
規

制
緩
和
と
な
る
「
裁
量
労
働
制
の
見

直
し
」
を
明
言
し
、
「
働
く
方
々
の

お
声
を
踏
ま
え
」
た
見
直
し
だ
と
主

張
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
労
働
者
の

声
で
は
な
く
、
財
界
・
大
企
業
の
念

願
で
す
。
働
く
方
々
の
お
声
を
踏
ま

え
る
と
言
う
な
ら
、
労
働
時
間
の
規

制
強
化
、
賃
上
げ
と
一
体
の
労
働
時

間
短
縮
こ
そ
打
ち
出
す
べ
き
で
す
。

そ
し
て
、
高
市
氏
は
中
国
を
念
頭

に
「
長
期
戦
の
構
え
」
な
ど
「
主
体

的
に
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
を
進
め

る
」
た
め
、
国
家
安
全
保
障
戦
略
な

ど
安
保
３
文
書
を
前
倒
し
で
改
定
す

る
な
ど
表
明
し
、
同
盟
国
に
軍
事
費

の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
５
％

へ
の
増
額
を
求
め
て
い
る
ト
ラ
ン
プ

政
権
の
軍
拡
要
求
に
「
主
体
的
に
」

応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

《
記
：
矢
部
》

7707号 （４）

２
０
２
６
年
総
選
挙

自
民
党
圧
勝
は
、

な
ぜ
起
こ
っ
た
か
は
？

２
月
２
０
日
の

高
市
首
相
施
政
方
針

演
説
で
は

そ
し
て
施
政
方
針
演

説
「
恐
ろ
し
い
理
想

の
姿
」



（５） 7707号

非正規雇用を含むすべての仲間の
賃金底上げと均等待遇を（後編）

職場の再点検を！ 『ガイドライン』では、諸手当や福利厚生について、原則として非正規
雇用者に対しても均等待遇を求めています。

「労政審議会報告書」の『同一労働同一賃金ガイドライン』（以降『ガイドライン』）には一
定の改善点あります。使用者に対し、非正規雇用者への待遇の相違の内容及び理由の説明責任
を求めています。JMITU２６春闘では、こうした前進面も活用しつつ、継続雇用者やパート・
契約社員、派遣ではたらく仲間の賃上げと正社員との均等待遇（同一労働同一賃金）を求めて
全力をあげていきます。

【諸手当】
◎役職手当 ◎特殊作業手当
◎特殊勤務手当 ◎時間外割増手当
◎精皆勤手当 ◎深夜手当
◎休日労働手当 ◎通勤手当
◎出張手当 ◎無事故手当 ◎家族手当
◎住宅手当 ◎食事手当 ◎地域手当
◎単身赴任手当

【福利厚生】
◎食堂・休憩室・更衣室等の利用
◎継続的な雇用が見込まれる場合の病気
休暇・夏季冬季休暇・慶長休暇・リフ
レッシュ休暇等法定外の特別休暇

◎永年勤続報奨など継続的な雇用が見込
まれる場合の褒章制度

非正規雇用者の待遇改善の取
り組みも「賃金の生計費」原
則
物価高騰は、正規・非正規にか

かわらず、また、性別や年代にか
かわらず、すべての労働者の生活
に直撃していきます。「賃金は生
活費」という「賃金の生計費原則」
を柱に取り組んでいきます。

経営者に、正規・非正規の待
遇差の合理的理由の説明を求
めていく
日本ＩＢＭ支部では都労委にお

いて「団体交渉において、正社員
と継続雇用者の待遇差について具
体的な根拠をもって理由を説明し
なかったことは不誠実団交の不当
労働行為にあたる」という命令を
勝ち取っています。（現在中労委）

『ガイドライン』活用のポイントは
①賃上げ
正社員に「一律の賃上げ」「経験や勤続年数に伴う

賃上げ」を行うのであれば、継続雇用を含む非正規雇
用者においても同様の賃上げを行う必要があります。
②継続雇用者の賃金
定年時と同じ仕事をしているにもかかわらず「責任

の度合いが違う」というだけの理由だけでの大幅な待
遇差は許されません。「責任の度合いが正社員の場合
と異なる」という経営者の主張に対しては、「責任の
度合いが異なる」という根拠を具体的に説明すること
を求めます。
③一時金
正社員にはなんらかの賞与を支給しているにもかか

わらず、非正規雇用者には支給しないことは不合理な
待遇差に該当します。
④退職金
正社員の退職手当と非正規雇用者の退職手当との間

で均衡がとれていない場合は不合理な待遇差に該当す
ることが付け加えられました。



難易度★★☆☆☆ 【中級】   
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今後の日程
２月２８日（土）東日本集会（上野恩賜公園） １３：００～

３月 ４日（水）７８期第８回書記局会議（支部事務所）１３：００～

統一回答指定日、三和分会回答指定日

６日（金）女性の日 ジャパンウーマン

７日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

１１日（水）支部報編集委員会（支部事務所）１８：００～

７８期第１４回執行委員会（支部事務所）１９：００～

１４日（土）未組織宣伝（登戸連絡通路）１０：００～

労働相談（支部事務所）１３：００～

１５日（日）原発ゼロカウントダウンin川崎（中原平和公園）１２：００～

１７日（火）ワーカーズネット街頭相談（溝の口デッキ）１９：００～

２１日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

２５日（水）支部報作業日（支部事務所）１３：００～

７８期第１５回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

２８日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

４月 １日（水）７８期第９回書記局会議（支部事務所）１３：００～

４日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

８日（水）７８期第１６回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

１１日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

ナンバープレイス！ (７７０７号) 【クイズの解き方】

３×３のブロックに区切られた９×９

の正方形の枠内に１～９までの数字を

入れるペンシルパズルの一つです。

ＡＢＣＤ

ＪＭＩＴＵ川崎

支部

ホームページ

応募方法

太い点線わくのＡ～Ｄに入る４つの数字を答えてください。応募は、

はがき・ＦＡＸ・メモ等で次回支部報発行日（おおよそ２～３週間）

までにお名前・住所と職場名をそえてご連絡下さい。応募はどなた

でも結構です。正解者の中から抽選で5名の方に５００円相当の図

書カード・クオカードかビール券を差し上げます。

組合費納入のお願い

組合員、サポーター組合員の皆

さん、日頃のＪＭＩＴＵ川崎支部

へのご協力に感謝を申し上げます。

組合費の納入が遅れている方へ

別紙にて納入のお願いを同封いた

しました。恐縮ですが、ご対応の

ほど願い申し上げます。

財政部長 浅岡正夫


